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Abstract A co日pactdistance rneter using self-coupled effect of semiconductor 
laser is studied， in which the returned light frorn the external surfac巴 interferes
in the resonator. Therefore the sensor of the distance田eteris co四posedof only a 
laser diode and a lens. As it has no external interf巴re口ceoptics， it could b巴凹uch
smaller than the int巴rf巴renc巴皿己asurement.The rneasure 田enterror is found to be below 



























































































































ここで、 fmは変調波の周波数である。式(7 ) 
からMHP周波数Fは、ターゲ γ トまでの距離、三
角波電流変調波形の周波数、及び振幅に比例する。
L d A 
4 f m i m 一一一一一一一一
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( 6 ) 
n 2 d A 
= 一一一一一一 1 m-一一一一一
2 L d i
im 2 
6 i t m 
れる。
N 
n 2 d A 
f m i m 一一一一一一一一一一一















































レータ(ヒューレートノぞッカート製の 33 1 2 0 A 



























































































図8 測定距離 15 c mにおける変調三角
波形(上段)とMHP波形(下段〉
100us/div 400mV /div(上段) 2目。OV/div(下段)
同士刊斗記剥
剛酬酬酬州側側


























































近距離10cmにおいて最大1. 6 0 %となり、測
定距離 20cm~120cmまでは 1%未満となっ
fこ。
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図 16 レーザ光の集光距離を 10 c mに
設定した時の誤差
レーザ光の集光距離を 10 c mに設定した場合の
誤差を図 16に示す。図から、測定距維 10 c mの
とき最も誤差が小さく O. 46%であるのに対し、
集光距離を約 1mに設定した場合の 1. 6 0 %と比
べると非常に改善された。このように、レーザ光の
集光距離付近ではスポット径が小さく光路差による
誤差少なくなるが、測定範囲は狭くなる。
6.まとめ
半導体レーザは、外部反射箇からの散乱光が、戻
り光として再び活性領域内に入り込み、その領域内
のレーザ光と結合し、レーザ自体の動作が不安定と
なりノイズを生じるという欠点がある。従来、その
ノイズは不要なものとして取り除こうと様々な研究
がなされてきた。
本研究では、そのノイズとして扱われてきたもの
を、自己結合効果として距離計測に積極的に利用し
た。自己結合効果の利用により、本装置は外部干渉
光学系の大幅な簡略化が可能となり、レーザ計測で
は厄介とされている光学系の設定が非常に楽となる
という特徴を有する。さらに、測定対象物の反射率
の悪いものでも距離計測が可能であり、また測定対
象物のレーザに対する角度にも影響されないという
特徴も有する。従って、本装置は、大抵の測定対象
物において、単にレーザを照射させれば距離測定が
可能となり、非常に容易に扱える。
今回の測定実験では、測定範囲 20cm~110
cmで誤差 1%以下の精度で測定できた。近距離で
は若干誤差が大きくなったが、レーザ光の集光距離
付近に測定対象物を設定することで精度の向上が得
られることがわかった。
また、本装置の応用としてセンサ部が小型である
ことから、ロボットのアームに取り付けた距離セン
サとして利用できる。
今後は、測定回路のノイズをおさえ、さらなるセ
ンサ部の小型化と、精度の向上を図り、周囲の温度
変化に対する装置の安定性も検討していきたい。
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